
 

 

 

 

 

 

～「自分」「相手」「まわり」を大切にして、さらに大きく成長を！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

～竜西小児童の「学力」、「生きる力」の現状は？～

 

 

 

 

 
 
 
 
 

令和７年度 竜北西部小学校 第５号 

       文責 校長 山﨑 知博 

学校ＨＰ https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/ 

【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

学校教育目標 自分・相手・まわりを大切にし、一人一人が輝く 竜西っ子～ふるさとを愛し、多くの人から応援してもらえる児童の育成～ 

 

２学期が始まって３週間ほどたちました。まだまだ暑い日が続いていますが、毎朝、

児童の皆さんが明るく、元気に登校している姿を見て、うれしく感じています。 

 ８／２５（月）にオンラインで実施した始業式の校長講話では、夏休み中、うれしか

ったこととして、２つのことを話しました。一つは、地域の方から「竜北西部小の子ど

もたちは、登下校の時、よく挨拶してくれます。」「とても素直で、礼儀正しいです。」

など、本校児童のことを褒めていただいたことです。もう一つは、８月１９日に行われ

た６年生の学習会で、参加した８名の児童が、自分で学習課題を決めて、その課題に一

生懸命取り組んでいたことです。 

今年度の３つの合言葉は、「自分を大切にする」「相手を大切にする」「まわりを大切

にする」ですが、そのような姿が、たくさん見られるようになってきています。「自分」

「相手」「まわり」も大切にすることで、誰にとっても過ごしやすい学校になります。

２学期も、この３つの合言葉を心がけ、全校児童１３２名の誰にとっても楽しく、過ご

しやすい学校をつくっていきたいものです。 

そして、この２学期、児童一人一人が、クラス全体が、学校全体が、さらに大きく成

長できることを願っています。 

 

 

 

 毎年４月に小学６年生と中学３年生を対象に実施されている全国学

力・学習状況調査の本年度の結果について、その概要と今後の対策につ

いてお知らせします。 

まず、教科の調査について、今年度は国語、算数（中学校では数学）、

理科で実施されましたが、本校６年生は、 

①全国平均との比較 

  算数、理科で上回り、国語で下回る 

 ②県平均との比較 

 国語、算数、理科全て上回る 

という結果でした。全国平均を下回った国語についても、平均正答問題

数で比べてみると、本校は全国との差が国語で０．１問（１４問中）と

いうわずかな差でした。詳細な分析の結果、以下の点について今後対策

が必要であることが分かりました。 

 

次に、児童質問調査については、学校生活全体（学校に行くのが楽し

い）や自己有用感（自分にはよいところがある）、友達関係（友達関係

に満足している）の項目などで、非常に大きな成果が見られました。（※

グラフ参照）しかし、授業における主体的・対話的で深い学び（課題の

解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む、など）に関する項目で

は、また課題が見られる状況でした。 

 今後も学校教育目標の具現化を目指し、児童一人一人を大切にした

学校教育の推進をとおして、「学力」そして「生きる力」を育成してい

きます。また、本調査結果に基づき、課題が見られた内容等について更

なる指導方法の工夫・改善に努めてまいります。 

８／２３（土）午前６時半から７時半まで、「ＰＴＡ親子愛校作業」が行われました。

笠原ＰＴＡ会長、林保健委員長をはじめＰＴＡ役員の方々を中心に、保護者や児童 

の皆さん、職員で１時間ほど汗を流しました。 

【国語】・「言語文化に関する事項」や「読むこと」の問題 

【算数】・「数と計算」「変化と関係」「データの活用」の問題 

【理科】・電気の回路や電磁石の強さ、顕微鏡の操作などの問題 

※なぜそのことが成り立つのか説明したり、 

 

始業式の様子 

（上が４年生、下が３年生です） 

 

多くの人数で取り組んだおかげで、夏休みの間雑草でいっぱいだった

運動場が非常にきれいになりました。また、学級園のまわりやプール付

近なども見違えるほどきれいになり、気持ちよく２学期を迎えることが

できました。本当にありがとうございました。 

1当てはまる 2どちらかといえば、当てはまる

3どちらかといえば、当てはまらない 4当てはまらない

https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/

